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を
交
付
す
る
と
き
か
ら
、
有
田
市
立
病
院

の
助
産
師
が
「
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
と
し
て
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
１
歳

ご
ろ
ま
で
の
間
、
常
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
出
産
へ
の
不
安
や
初
め
て
の
子

育
て
に
悩
む
お
母
さ
ん
や
そ
の
家
族
に
寄
り

添
い
、
い
つ
で
も
相
談
で
き
ま
す
。

こ
れ
は
和
歌
山
県
で
は
初
め
て
有
田
市
が

取
り
組
む
事
業
で
す
。

妊
婦
や
子
育
て
す
る
親
の
皆
さ
ん
が
少
し

で
も
有
田
市
は
「
住
み
や
す
い
ま
ち
」
と
感

じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
妊
娠

初
期
か
ら
出
産
、
子
育
て
期
ま
で
の
妊
産
婦

さ
ん
や
ご
家
族
、
ま
た
周
囲
の
方
か
ら
の

様
々
な
相
談
を
お
受
け
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
各
医
療
機
関
へ
の
中
継
役
も
担
い
、
そ

の
時
、
そ
の
状
況
下
で
最
善
な
選
択
を
導
き

出
し
ま
す
。
有
田
市
立
病
院
以
外
の
病
院
を

受
診
し
て
い
て
も
、
不
安
や
疑
問
を
感
じ
た

ら
、
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
有
田
市
立
病
院
で
は
、
子
育
て
に

関
す
る
不
安
や
、
育
児
サ
ポ
ー
ト
な
ど
き
め

細
か
い
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
産
後
ケ
ア
も
開
い

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

10
月
１
日
（
水
）
よ
り
、
「
妊
娠
・
出
産

包
括
支
援
モ
デ
ル
事
業
」
が
始
ま
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
妊
娠
か
ら
子
育
て
ま
で
を
母
子

保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
切
れ
目
な
く
サ

ポ
ー
ト
す
る
事
業
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
妊
娠
か
ら
出
産
ま
で
は
産
婦

人
科
の
病
院
、
生
ま
れ
て
か
ら
は
健
診
な
ど

を
行
う
保
健
セ
ン
タ
ー
、
少
し
大
き
く
な
っ

て
く
れ
ば
保
育
所
と
、
段
階
に
応
じ
て
子
ど

も
を
支
援
す
る
と
こ
ろ
が
違
い
、
そ
の
都

度
、
一
か
ら
親
や
子
の
様
子
な
ど
を
説
明
す

る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
妊
娠
し
、
母
子
健
康
手
帳

未
来
を
担
う
大
切
な
宝

そ
の
宝
を
よ
り
産
み
育
て
や
す
い
ま
ち

「
有
田
市
」
に
す
る
べ
く
、
こ
れ
か
ら
新
し
い

挑
戦
が
始
ま
り
ま
す
。

包
括
支
援
モ
デ
ル
事
業
が

始
ま
り
ま
し
た

母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
『
つ
な
ぎ
』
ま
す

・

妊
娠

出
産

母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
利
用
す
る
場
合
の
流
れ

母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
利
用
す
る
場
合
の
流
れ

生後２週間頃に母子保健コーディ
ネーターが自宅へ訪問し、赤ちゃ
んの状態を確認します。

母子健康手帳交付時に保健セン
ターで母子保健コーディネーター
を利用するかの意思を確認します。

妊娠後期（37週頃）に母子保
健コーディネーターから出産
に向けて不安なことがないか
電話連絡します。

妊娠に関することは何でも相
談を受付。

利用する意思があれば母子保
健コーディネーターから基本
説明をします。

育児への不安や疑問など何で
も相談を受付。

妊娠

出産

妊娠期

出産期

子育て期

１歳ごろま
でサポート

有
田
市
立
病
院
内　

母
子
保
健
相
談
室

母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

℡ 

８
２
―
２
１
５
１
（
代
）

受
付
時
間
：
平
日
／
９
時
〜
16
時

In
fo

rm
a
tio

n

問
合
せ
先

赤ちゃんの体

重が増えてい

るのか心配・・・

初めての子

育てだけど、

相談相手が

いない・・・

こんなことで

相談してもい

いのかなぁ？

どんな些細な事

でもご相談くだ

さい。

ミルクの足し方

が分からない…

どこに相談した

らいいの？

自宅まで赤ちゃ

んの体重を量り

に来てくれて助

かりました。

自分に合った育

児指導をしても

らえて、育児が

楽しくなってき

ました。 

どんなことでも相談

にのってくれるコー

ディネーターがいて

　くれて心強いです。

　　　インターネット

　　　よりも身近で

　　　頼りになる

　コーディネーターが

　いてくれてよかった　

　です。

市立病院の助産

師さんを紹介し

てもらって育児

相談を受けられ

てよかったです

コーディネー

ターにいつで

も相談できる

ので安心です。

家族や友達に

聞いてもみん

な言うことが

違う・・・

インターネットからの

情報を見てもいろいろ

ありすぎて、どれが本

当に正しいのかわか

らない・・・

妊
娠
・
出
産
包
括
支
援

モ
デ
ル
事
業
が

始
ま
る
ま
で

妊
娠
・
出
産
包
括
支
援

モ
デ
ル
事
業
が

始
ま
る
と

一人で悩まず

私も相談します

※母子保健コーディネーターの利用は無料です
広報ありだ2014.11広報ありだ2014.11 ②③



Active Arida Tooics
有田市の施策やまちの話題など…

和歌山県が昨年香港貿易発展局と経済交流の活性化を目
的としたMOU（覚書）を締結し、その１周年を記念し
た経済交流会が９月28日（日）香港で行われました。
和歌山県知事をはじめ、望月市長も参加し、有田みかん
を香港にも広めるべく、PRしました。有田のおいしい
みかんを世界の皆さんにも味わってもらえるよう、販路
拡大を目指します。

有田みかんPR in 香港

９月23日（火）、ふるさとの川総合公園で和歌山県を本拠
地として活動しているサッカークラブ、アルテリーヴォ和歌
山の選手によるジュニアサッカー教室が開催されました。
アルテリーヴォの選手たちは子どもたちを楽しませながら
指導し、サッカーに日頃から親しんでいる子もそうでない
子もわきあいあいと、終始笑顔の絶えないサッカー教室と
なりました。

ボールは友だちさ

けんか祭りで有名な千田祭りが10月14日（火）に行われ
ました。みこしが須佐神社の階段をすべるように下ってく
る大みこし渡御は、圧巻の迫力で、みこしを担ぐ人たちも
見物客も熱気に包まれました。和歌山市から３年連続千田
祭りに来ている方は「他の祭りにはない、派手さや迫力が
あっておもしろい」と語っていました。

ド迫力！圧巻の大みこし渡御

９月21日（日）、お城の跡地である岩室城趾に生い
茂った草木を有田市宮原愛郷会の皆さんがきれいに刈り
とってくれたおかげで、訪れる人が気持ちよく過ごせる
ようになりました。有田市宮原愛郷会の会長瀧

たき

川
がわ

勝
かつ

巳
み

さ
んは「このような史跡を守っていきたい」と力強く語っ
ていました。岩室城趾から見下ろす有田の景色は絶景で
す。皆さんもぜひ行ってみてくださいね。

訪れる人のために

文
化
功
労
賞

　

蟻あ
り

の
会か

い
（
代
表　

武た
け

田だ　

和か
ず

子こ

氏
）

昭
和
55
年
３
月
に
絵
画
愛
好
家
の
親
睦
を
深

め
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
発
足
さ
れ
、県
下
で
も

め
ず
ら
し
い
任
意
団
体
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い

ま
す
。現
在
、会
員
数
は
31
名
で
、全
国
展
で
活

躍
し
て
い
る
方
も
多
く
所
属
さ
れ
て
い
ま
す
。

過
去
に
、
本
市
文
化
の
向
上
の
た
め
、
全

国
公
募
に
よ
る
「
紀
州
有
田
市
を
描
く
展
」

を
開
催
さ
れ
、
絵
を
描
く
楽
し
さ
を
広
め
ら

れ
る
と
と
も
に
、「
絵
画
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
展
」

を
開
催
さ
れ
、
有
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
や

ま
ち
お
こ
し
に
、
収
益
金
を
寄
贈
さ
れ
る
な

ど
、
社
会
貢
献
活
動
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
作
品
展
で
あ
る
「
蟻
の
会
」
展
を

昭
和
56
年
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
、
34
回
目
を

迎
え
ら
れ
た
今
年
も
、
多
く
の
鑑
賞
者
が
足

を
運
ぶ
な
ど
、
例
年
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

長
き
に
わ
た
り
、
芸
術
の
魅
力
を
広
く
伝
え

ら
れ
、
本
市
文
化
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
さ

れ
て
い
ま
す
。

受
賞
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

―
受
賞
し
て
の
お
気
持
ち
は
？

蟻
の
会
の
会
員
全
員
の
努
力
の
結
果
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
ど
ん
な
思
い
で
活
動
し
て
い
ま
す
か
？

会
員
一
人
ひ
と
り
が
助
け
合
い
、
楽
し

み
な
が
ら
未
来
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
活
動
し
て
い
て
感
じ
る
楽
し
さ
は
？

皆
が
生
き
生
き
と
活
動
し
て
い
る
と
感

じ
た
時
は
充
実
感
を
お
ぼ
え
ま
す
。

―
今
後
の
抱
負
は
？

こ
れ
か
ら
も
明
る
く
楽
し
く
進
め
れ
ば

い
い
と
思
い
ま
す
。
互
い
を
思
い
や
る
心

が
大
切
で
す
ね
。

文
化
奨
励
賞

御み

前さ
き　

明あ
き

良ら 

氏

昭
和
16
年
、
有
田
市
に
生
ま
れ
、
現
在
、

山
田
原
在
住
。

和
歌
山
大
学
経
済
学
部
非
常
勤
講
師
と
し

て
、
地
域
の
産
業
文
化
の
研
究
を
さ
れ
、「
紀

州
有
田
み
か
ん
の
起
源
」「
全
国
の
み
か
ん
栽

培
史
と
江
戸
時
代
の
有
田
み
か
ん
の
流
通
」

や
「
除
虫
菊
の
栽
培
と
蚊
取
り
線
香
」
の
調

査
研
究
書
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
各

地
で
講
演
活
動
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

有
田
市
文
化
協
会
で
は
郷
土
史
部
に
所
属

さ
れ
、
本
市
特
産
の
み
か
ん
や
蚊
取
り
線
香
の

歴
史
を
紐
解
く
活
動
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
か
ら
文
化
協
会
役
員
と
な
り
、
現

在
は
副
会
長
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
本
市
の
文

化
振
興
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
有
田
市
文
化
協
会
副
会
長

※
和
歌
山
大
学
経
済
学
部
非
常
勤
講
師

受
賞
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

―
受
賞
し
て
の
感
想
は
？

自
分
で
は
文
化
人
と
は
思
っ
て
い
な
い

の
で
、
驚
い
て
い
ま
す
。

―
ど
ん
な
思
い
で
活
動
し
て
い
ま
す
か
？

生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
な
の
で
文
化

面
で
も
発
展
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

先
人
の
苦
労
や
伝
統
技
術
を
伝
え
て
い
く

と
と
も
に
、
文
化
財
、
名
所
も
保
護
し
て

い
き
た
い
で
す
。

―
活
動
し
て
い
て
感
じ
る
楽
し
さ
は
？

調
べ
物
を
し
て
い
て
、
探
し
て
い
た
文

献
や
参
考
資
料
を
発
見
し
た
時
、
そ
こ
か

ら
先
人
の
工
夫
や
秘
訣
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
時
に
喜
び
を
感
じ
ま
す
。

―
今
後
の
抱
負
は
？

健
康
で
、
よ
き
仲
間
と
一
緒
に
学
べ
た

ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
日
時
／
11
月
19 

日
（
水
）
午
前
10
時
〜

■
場
所
／
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

表
彰
式
は
市
民
の
皆
さ
ん
も
ご
入
場

い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
多
く
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
頃
の
修
練
、
技
、
実
績
を
た
た
え
る　

 　

有
田
市
文
化
賞

【
問
】
秘
書
広
報
課
（
内
線
２
０
６
）

こ
の
賞
は
、
本
市
文
化
の
発
展
に
貢
献
し
た
と
認
め
ら
れ
る
個
人
ま
た
は
団
体
に
対
し
、
そ
の
功
績

を
た
た
え
市
長
が
表
彰
す
る
も
の
で
、
本
市
に
お
け
る
地
域
文
化
の
向
上
と
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
平
成
５
年
度
に
制
定
さ
れ
、
今
回
で
22
回
目
の
表
彰
と
な
り
ま
す
。

今
年
度
の
受
賞
は
、
次
の
方
々
に
決
定
し
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

文
化
賞
表
彰
式

広報ありだ2014.11広報ありだ2014.11 ④⑤



 

お
知
ら
せ

全
国
一
斉
緊
急
情
報
伝
達
訓
練

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
災
害
時

に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
）
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
国
か
ら
の
緊
急
情

報
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を
用
い
て
確
実
に

皆
様
へ
お
伝
え
す
る
た
め
、
緊
急
情
報
伝
達

訓
練
が
全
国
で
一
斉
に

実
施
さ
れ
ま
す
。

有
田
市
が
当
日
実
施

す
る
訓
練
は
次
の
と
お

り
で
す
。

日
時
／
11
月
28
日
（
金
）
午
前
11
時
ご
ろ

内
容
／
防
災
行
政
無
線
の
試
験
放
送

問　

防
災
安
全
課
（
内
線
３
９
３
）

国
民
年
金
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及
び
住
民

税
の
申
告
に
お
い
て
１
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

納
付
し
た
事
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
等
が

必
要
で
す
。
そ
の
書
類
と
し
て
、
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
が
日

本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

○
毎
年
11
月
上
旬
に
送
付

平
成
26
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で

の
間
に
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て

は
、
控
除
証
明
が
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機

構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
（
12
月
末
ま
で
の
納

付
見
込
み
額
も
含
む
）
。

港
町
児
童
公
園
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

こ
の
度
、
港

町
児
童
公
園
に

新
し
い
遊
具
を

設
置
い
た
し
ま

し
た
。
地
域
の

保
育
所
、
小
学

校
の
児
童
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
、
意
見
を

反
映
さ
せ
た
遊

具
と
な
っ
て
い

ま
す
。
是
非
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
小
さ
な
お
子
さ
ま
が
遊
ぶ
際
に

は
、
保
護
者
等
大
人
の
方
が
付
き
添
っ
て
く

だ
さ
い
。

問　

建
設
課
（
内
線
３
３
１
）

家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら
必
ず
連
絡
を

固
定
資
産
税
は
毎
年
１
月
１
日
を
基
準
日

と
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

住
宅
や
車
庫
な
ど
の
建
物
を
取
り
壊
し
た

場
合
は
、
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
連
絡

が
な
い
場
合
、
翌
年
度
も
課
税
さ
れ
る
原
因

と
な
り
ま
す
。

問　

税
務
課
（
内
線
２
３
４
）

年
末
調
整
説
明
会

日
時
／
11
月
27
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

場
所
／
湯
浅
納
税
協
会

対
象
者
／
事
業
所
の
源
泉
徴
収
事
務
担
当

問　

湯
浅
税
務
署　

℡
63

－

５
３
５
１

○
２
月
上
旬
に
送
付

10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
今

年
初
め
て
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い

て
は
、
翌
年
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て

年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給
見
込
額
を

確
認
し
、
未
来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用
い
た
だ
く

と
、
い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
記
録
を
確
認
で

き
る
ほ
か
、
将
来
の
年
金
受
給
見
込
額
に
つ
い

て
、
ご
自
身
の
年
金
記
録
を
基
に
様
々
な
パ

タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
は
、
日
本

年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た

だ
け
ま
す
。

問　

和
歌
山
西
年
金
事
務
所

℡
０
７
３

－

４
４
７

－

１
６
８
８

　

健
康
課
（
内
線
５
１
６
）

平
成
26
年
度
浄
化
槽
設
置
整
備

事
業
補
助
金
交
付
申
請

市
内
全
域
（
矢
櫃
・
逢
井
地
区
を
除
く
）

に
お
い
て
、
浄
化
槽
設
置
に
対
す
る
補
助
金

交
付
申
請
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

補
助
対
象

・
市
税
等
を
完
納
さ
れ
て
い
る
方

・
平
成
27
年
３
月
20
日
（
金
）
ま
で
に
設
置

が
完
了
す
る
浄
化
槽

・
設
置
者
の
居
住
す
る
為
の
建
物

・
の
べ
床
面
積
の
半
分
以
上
が
設
置
者
の
居

住
す
る
為
の
建
物

補
助
金
額

・
５
人
槽
／
３
３
２
，
０
０
０
円

・
６
〜
７
人
槽
／
４
１
４
，
０
０
０
円

・
８
人
槽
以
上
／
５
４
８
，
０
０
０
円

受
付
／
11
月
28
日
（
金
）
ま
で

浄
化
槽
管
理
者
の
皆
様
へ

管
理
さ
れ
て
い
る
浄
化
槽
で
次
の
場
合
、

市
役
所
ま
で
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
相
続
や
売
買
等
で
管
理
者
の
変
更
が
あ
っ

た
場
合

・
浄
化
槽
の
使
用
を
３
ヶ
月
以
上
休
止
す
る

場
合

・
浄
化
槽
の
使
用
を
廃
止
し
た
場
合

・
浄
化
槽
の
使
用
を
開
始
し
た
場
合

・
５
０
１
人
槽
以
上
の
浄
化
槽
で
、
技
術
管

理
者
を
変
更
し
た
場
合

問　

生
活
環
境
課
（
内
線
２
２
９
）

み
か
ん
農
家
の
皆
さ
ん
に
お
願
い

今
年
も
本
市
職
員
が
県
外
の
小
学
校
に
出

向
き
、
児
童
の
皆
さ
ん
に
「
有
田
み
か
ん
」

の
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
み
か
ん
農
家
の

皆
さ
ん
、
学
校
給
食
な
ど
に
使
用
す
る
み
か

ん
の
提
供
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

み
か
ん
使
用
時
期
／
12
月
上
旬

み
か
ん
の
規
格
／
10
㎏
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
で

　
　
　
　
　
　
　

Ｓ
級
程
度

募
集
期
限
／
11
月
20
日
（
木
）
ま
で

※
集
荷
日
は
後
日
連
絡
い
た
し
ま
す
。

問　

有
田
み
か
ん
課
（
内
線
２
６
１
）

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝

く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、宝

く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て

実
施
し
て
い
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を

活
用
し
て
次
の
と
お

り
整
備
し
ま
し
た
。

募　
　

集

平
成
27
年
度
臨
時
職
員
募
集

採
用
職
種
・
人
員
／
保
育
士
・
若
干
名

採
用
期
間
／
平
成
27
年
４
月
１
日
〜

９
月
30
日
（
更
新
あ
り
／
予
定
）

応
募
資
格
／
保
育
士
免
許
（
保
育
士
登
録
を

し
て
い
る
こ
と
）
を
有
す
る
方
、
ま
た
は

取
得
見
込
み
の
方

給
与
等
／
日
額
８
，
０
０
０
円

超
過
勤
務
手
当
、
通
勤
手
当
（
交
通
用
具

使
用
、
片
道
２
㎞
以
上
）
、
雇
用
保
険
、

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
あ
り

勤
務
時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜午

後
５
時
15
分

※
週
５
日
勤
務
、
シ
フ
ト
制
で
早
出
・
遅

出
・
土
曜
日
勤
務
あ
り

就
業
場
所
／
市
内
保
育
所

試
験
日
等
／
12
月
６
日
（
土
）

市
役
所
で
面
接
試
験

※
試
験
時
間
等
に
つ
い
て
は
、
申
込
締
切
後

に
ご
連
絡
し
ま
す
。

募
集
期
間
／
11
月
21
日
（
金
）
ま
で

※
郵
送
は
11
月
21
日
（
金
）
必
着

受
付
時
間
／
平
日
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

申
込
先
／
総
務
課
人
事
係

※
申
込
書
は
、
所
定
の
物
を
備
え
て
い
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

※
申
込
時
、
資
格
免
許
の
写
し
・
資
格
取
得

見
込
証
明
書
等
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

総
務
課
（
内
線
２
１
２
）

仕
事
内
容
は
、
福
祉
課
（
内
線
３
７
６
）

「
２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」

調
査
員
募
集

平
成
27
年
２
月
１
日

現
在
に
お
い
て
実
施
さ

れ
る「
２
０
１
５
年
農
林

業
セ
ン
サ
ス
」に
協
力
し

て
い
た
だ
け
る
調
査
員

の
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、

経
営
企
画
課
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者
／
20
歳
以
上

任
命
期
間
／ 

　

平
成
27
年

　
　

１
月
９
日
（
金
）
〜
３
月
８
日
（
日
）

農
林
業
セ
ン
サ
ス
調
査
員
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
「
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
と
は
何
で
す
か
。

Ａ
全
国
の
農
林
業
経
営
体
を
対
象
に
、
農

林
水
産
省
が
５
年
に
１
回
実
施
す
る
農
林

業
・
農
山
村
の
基
本
構
造
の
実
態
と
そ
の

動
向
を
把
握
す
る
最
も
基
本
的
な
統
計
調

査
で
す
。

Ｑ
調
査
員
と
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
す
る

の
で
す
か
。

Ａ
事
前
説
明
会
へ
の
出
席
や
、
調
査
客
体

の
把
握
、
調
査
票
の
配
布
・
回
収
な
ど
の

業
務
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｑ
報
酬
は
出
る
の
で
す
か
。

Ａ
事
務
量
に
応
じ
て
報
酬
を
支
払
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

Ｑ
今
ま
で
そ
の
よ
う
な
仕
事
を
し
た
こ
と

が
な
い
の
で
す
が
大
丈
夫
で
す
か
。

Ａ
資
格
・
経
験
な
ど
は
問
い
ま
せ
ん
。

問　

経
営
企
画
課
（
内
線
３
２
２
）

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

市
で
は
、
パ
パ
、
マ
マ
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
な
ど
い
ろ
ん
な
世
代
の

方
に
、
地
域
の
子
育
て
に
関
わ
れ
る
取
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

「
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
方
に
は
、
ま

ず
次
の
講
座
を
受
け
て
い
た
だ
き
、
子
育
て

中
の
パ
パ
や
マ
マ
を
支
援
す
る
活
動
を
進
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。

フ
ラ
ダ
ン
ス
で
子
ど
も
を
楽
し
ま
せ
よ
う
！

日
時
／
11
月
17
日
（
月
）

　
　

12
月
１
日（
月
）８
日（
月
）12
日（
金
）

　
　

午
前
10
時
〜
午
後
11
時
30
分

場
所
／
宮
原
公
民
館

定
員
／
15
名

申
込
締
切
／
11
月
12
日
（
水
）
ま
で

ウ
ク
レ
レ
で
子
ど
も
を
楽
し
ま
せ
よ
う
！

日
時
／
平
成
27
年
１
月
13
日
（
火
）

　
　
　

20
日
（
火
）
27
日
（
火
）

　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜
午
後
９
時

場
所
／
糸
我
公
民
館

定
員
／
10
名

申
込
締
切
／
11
月
28
日
（
金
）
ま
で

※
ウ
ク
レ
レ
は
ご
用
意
願
い
ま
す
。

両
講
座
合
同
で
の
「
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー

お
披
露
目
会
」
を
平
成
27
年
３
月
頃
予
定
し

て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
！

申
・
問　

福
祉
課
（
内
線
３
９
４
）

情報ありだ
有田市役所………… 83-1111
有田市消防本部…… 83-0119
有田市立病院……… 82-2151
有田市水道事務所… 83-2141
有田市文化福祉センター … 82-3221

有田市図書館……… 82-3220
初島公民館………… 82-4159
港町公民館………… 82-5957
箕島公民館………… 82-2276
宮崎公民館………… 83-3955

保田公民館………… 82-3168
宮原公民館………… 88-5524
糸我公民館………… 88-5500
中央地区公民館…… 82-1093

市庁舎関係
連絡先

平成25年度 人権啓発標語 入選作品 中学校の部 だれにでも　優しい笑顔　大切に 声かけよう　あなたの声で　助かる命

有田市の人口世帯数
（平成26年10月1日現在）

人口 30,312 人（前月比－ 14人）
男 14,392 人　女 15,920 人　世帯数 11,925 戸

昨年、京都の小学校で開催した学習
会の様子

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
し
ま
し
た

有田市消防本部
幼年消防用活動資器材
●太鼓19台　●シンバル５個等
箕島保育所に配布

保田地区高田自治会
祭り用備品
●はっぴの新調や太鼓の張替等

広報ありだ2014.11広報ありだ2014.11⑦ ⑥



広告

募　
　

集

マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
の
骨
盤
ケ
ア
講
座

「
妊
娠
中
・
産
後
の
腰
や

恥
骨
、お
し
り
や
背
中
の
痛

み
」「
赤
ち
ゃ
ん
が
反
り
返

る
」な
ど
気
に
な
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

「
姿
勢
と
発
達
を
基
本
と
し
た
身
体
的
援

助
」
で
、
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
の
骨
盤
ケ
ア
を

学
び
ま
し
ょ
う
！

日
時
／
12
月
９
日
（
火
） 

午
前
10
時
〜
正
午

場
所
／
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

※
そ
と
は
ま
保
育
所
内

対
象
／
生
後
10
ヶ
月
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ

の
お
母
さ
ん

定
員
／
20
組
※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

費
用
／
無
料

持
物
／
バ
ス
タ
オ
ル
１
枚
、
タ
オ
ル
１
枚
、

運
動
で
き
る
服
装

講
師
／
ち
ひ
ろ
助
産
院
大お

お

平ひ
ら

昌ま
さ

子こ

さ
ん

申
込
期
間
／
11
月
４
日
（
火
）
〜
14
日
（
金
）

申
・
問　

福
祉
課
（
内
線
３
９
４
）

家
庭
教
育
支
援
講
座

第
２
回
〈
親
こ
み
ゅ
〉
参
加
者
募
集

〈
親
こ
み
ゅ
〉
と
は
、
子
育
て
に
つ
い
て

の
学
習
と
親
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
目
的
と
し
た
、
パ
パ
・
マ
マ
対
象
の
講
座

で
、
全
４
回
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

第
２
回
目
は
「
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
で
す
。
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
！

日
時
／
11
月
21
日
（
金
）
午
前
９
時
30
分
〜

場
所
／
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

※
そ
と
は
ま
保
育
所
内

対
象
／
市
内
在
住
の
子
育
て
中
の
親

講
師
／
市い

ち

原は
ら

悟よ
し

子こ

氏

（
社
会
福
祉
法
人
ア
ト
ム
共
同
福
祉
会
理

事
長
）

テ
ー
マ

『
〝
い
い
人
〞
を
や
め
る
こ
と
か
ら
始
め
る

子
育
て
〜
子
育
て
を
楽
し
も
う
！
〜
』

参
加
費
／
50
円
（
お
茶
代
）

定
員
／
30
名

申
込
期
間
／
11
月
４
日
（
火
）
〜
14
日
（
金
）

※
託
児
も
受
け
付
け
ま
す
。
申
込
時
に
お
申

し
付
け
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

生
涯
学
習
課
（
内
線
２
９
７
）

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
の
受
付

を
、
11
月
１
日
（
土
）
よ
り
開
始
し
ま
す
。

高
等
工
科
学
校
と
は
／
将
来
陸
上
自
衛
隊
に

お
い
て
、
高
機
能
化
・
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た

装
備
品
を
駆
使
・
運
用
す
る
と
と
も
に
、
国

際
社
会
に
お
い
て
も
自
信
を
持
っ
て
対
応

で
き
る
自
衛
官
と
な
る
者
を
養
成
す
る
た

め
に
、
男
子
中
卒
（
見
込
含
）
17
歳
未
満
の

者
を
対
象
に
採
用
す
る
制
度
で
す
。

待
遇
等
／
身
分
は
特
別
職
国
家
公
務
員
（
生

徒
）
で
、
自
衛
官
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
手

当
は
、
生
徒
手
当
と
し
て
月
額
９
４
，

９
０
０
円
と
期
末
手
当
が
年
２
回
（
６

月
、
12
月
）
支
給
さ
れ
ま
す
。
衣
食
住
は

全
員
が
駐
屯
地
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）

で
生
活
し
、
宿
舎
・
食
事
・
被
服
類
は
、

無
料
及
び
支
給
、
貸
与
さ
れ
ま
す
。

卒
業
資
格
等
／
卒
業
時
に
高
校
卒
業
資
格
を

取
得
し
、
陸
曹
候
補
生
た
る
自
衛
官
（
陸

士
長
）
に
任
官
し
ま
す
。
試
験
に
合
格
し

た
一
部
の
生
徒
は
防
衛
大
学
校
学
生
、
航

税を考える週間

11 月 11日（火）～ 17日（月）
平成 26年度テーマ／税の役割と税務署の仕事情報ありだ

献血にご協力を！

犯罪被害者週間
11月 25日（火）～12月１日（月）

平成 26年秋季全国火災予防運動
11月９日（日）～15日（土）

『もういいかい　火を消すまでは　まあだだよ』

図書館だより

本とあそぼう！全国訪問おはなし隊本とあそぼう！全国訪問おはなし隊
キャラバンカーに児童書を積み込んで全国各地を訪

問中の“おはなし隊”が来てくれます。
日時／11月24日（月・祝） 午前10時～
場所／文化福祉センター
内容／キャラバンカー見学とおはなし会
対象／小学校低学年位までのお子さん
※おはなし会は、申込が必要です。

定員／20名
受付／11月14日（金）～
※定員になり次第締め切ります。
※キャラバンカー見学のみの場合
は、申込不要です。

申・問　図書館　℡82－3220

●11月12日（水）オークワ箕島店
午前10時～11時45分
午後１時～４時30分

●11月27日（木）有田市役所
午前10時～11時45分
午後１時～４時30分

●12月３日（水）　オークワ箕島店
午前10時～11時45分
午後１時～４時30分

犯罪被害に遭うと、本人やその家族の心身には大
きな負担がかかり、食事や外出などの日常生活を送
ることさえ困難になってしまうことがあります。警
察では、被害者支援センター等と連携し、犯罪被害
者の支援活動を行っています。
誰もが皆、犯罪に巻き込まれる可能性がありま
す。「犯罪被害者週間」を機会に、犯罪被害の深刻
さ、被害者支援の必要性について、より一層のご理
解をお願いします。

問　有田警察署　℡83－0110

住宅用火災警報器を設置しましょう
消防法により、全ての住宅に住宅用火災警報器
の設置が義務付けされています。

○設置場所は？
寝室・階段への取付けが

義務付けられています。
※台所等にも設置するこ
とをお勧めします。

荒
こう

　　神
じん

宮
みや

部
べ

みゆき／著　朝日新聞出版

江戸時代もなかば、東北の村落
が一夜にして壊滅状態に。二つの
藩の対立によるものか。それとも、
流行病の蔓延か。原因が特定でき
ないなか、村の人びとは、力を合わ
せて困難に立ち向かっていく。

いのちの花
綾
あや

野
の

まさる／著　ハート出版

女子高生たちが考えた「いのち
の花プロジェクト」。それは、動物愛
護センターで殺処分された動物の
骨を、土に入れて花を育てる活動の
こと。実話をもとにした物語で、命
の大切さを伝える。

【対象：小学校中学年から】

新着図書紹介

空
学
生
（
海
・
空
）
等
の
道
へ
進
み
ま
す
。

問　

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

　

有
田
募
集
案
内
所　

℡
82

－

６
６
３
１

相　
　

談

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

全
国
一
斉
強
化
週
間

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
は
、
女
性

を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
次
の
期
間
中
、
電

話
受
付
終
了
時
間
の
延
長
や
、
土
・
日
に
も

相
談
に
応
じ
る
強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

日
ご
ろ
の
悩
み
を
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

期
間
／
11
月
17
日
（
月
）
〜
23
日
（
日
）

時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

※
土
・
日
は
、
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

場
所
／
和
歌
山
地
方
法
務
局
内
人
権
相
談
室

電
話
番
号
／
０
５
７
０

－

０
７
０

－

８
１
０

※
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

相
談
内
容
／
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
、
ス
ト
ー
カ
ー
、
職
場
に
お
け
る
性
的

嫌
が
ら
せ
と
い
っ
た
女
性
を
め
ぐ
る
人
権

問
題
に
関
す
る
相
談
。

問　

和
歌
山
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

　

（
和
歌
山
地
方
法
務
局
内
）

℡
０
７
３

－

４
２
２

－

５
１
６
４

11
月
・
12
月
は

「
税
の
合
同
滞
納
整
理
強
化
月
間
」

市
で
は
、
納
期
内
に
納
付
さ
れ
た
方
と
の

公
平
を
保
ち
、
滞
納
の
解
消
を
図
る
た
め

に
、
和
歌
山
県
及
び
和
歌
山
地
方
税
回
収
機

構
と
合
同
で
、
11
月
・
12
月
を
「
合
同
滞
納

整
理
強
化
月
間
」
と
し
て
、
税
収
確
保
に
取

り
組
み
ま
す
。

滞
納
処
分
の
厳
格
化

税
金
の
滞
納
に
対
す
る
差
押
な
ど
の
滞
納

処
分
は
全
国
的
に
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
昨
年
度
、
税
務
課
、
健
康
課
に
お
い

て
、
１
８
３
件
の
滞
納
処
分
を
執
行
し
、

１
２
，
４
２
７
千
円
を
滞
納
市
税
に
充
当
し

ま
し
た
。

納
税
相
談
の
実
施

納
付
が
困
難
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
滞

納
を
放
置
す
る
こ
と
な
く
、
税
務
課
及
び
健

康
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
仕
事

の
都
合
等
の
理
由

で
、
昼
間
市
役
所

へ
来
所
で
き
な
い

場
合
は
、
事
前
に

担
当
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
夜

間
で
も
随
時
、
職

員
が
納
税
相
談
に

応
じ
ま
す
。

問

税
務
課
（
内
線
２
３
２
）

　

健
康
課
（
内
線
５
１
５
）

国
民
健
康
保
険
税
（
第
５
期
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第
５
期
）

介
護
保
険
料
（
第
５
期
）

納
期
限
は
12
月
１
日
（
月
）
で
す
。

市
税
の
納
付
は

安
全
・
安
心
な
口
座
振
替
で

～ 一人ひとりを大切にするまち有田市をめざして～平成26年度児童虐待防止推進月間標語

同和運動推進月間　　　11月１日（土）～ 11月 30日（日）
人権を考える強調月間　11月 11日（火）～ 12月 10日（水）「ためらわず　知らせてつなぐ　命の輪」

広報ありだ2014.11広報ありだ2014.11⑨ ⑧



ふるさと再 発見 ひと まち ほこり

広告広告

世
代
を
越
え
て
「
つ
な
が
る
」

僕
た
ち
特
派
員
が
取
材
に
お

じ
ゃ
ま
し
た
日
も
、夜
の
７
時
半
頃

か
ら
、
た
く
さ
ん
の
小
中
学
生
が

「
滝
会
館
」に
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

笛
・
太
鼓
の
練
習
は
、
週
替
わ
り

で
順
番
を
決
め
て
、
地
区
の
公
民

館
を
回
り
な
が
ら
行
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。

お
盆
す
ぎ
か
ら
始
ま
っ
た
練
習

は
、
宮
原
祭
本
番
ま
で
続
き
ま
す
。

こ
の
日
も
、
若
い
人
か
ら
ベ
テ
ラ
ン

の
方
ま
で
、
熱
の
こ
も
っ
た
練
習
が

午
後
９
時
過
ぎ
ま
で
続
き
ま
し
た
。

練
習
の
締
め
く
く
り
に
、
全
員

そ
ろ
っ
て
迫
力
あ
る
演
奏
を
聴
か

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

手
作
り
だ
か
ら
「
つ
な
が
る
」

僕
た
ち
が
驚
い
た
の
は
、
子
ど

も
た
ち
が
使
っ
て
い
る
笛
が
、
す
べ

て
手
作
り
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

笛
作
り
の
達
人
、
川か
わ

口ぐ
ち

朝あ
さ

誠せ
い

さ

ん
の
お
話
で
は
、
２
時
間
ほ
ど
で

１
本
の
笛
が
で
き
上
が
る
そ
う
で

す
。
た
だ
し
、
気
合
を
入
れ
て
手
の

込
ん
だ
笛
を
作
る
時
は
、
１
本
完

成
さ
せ
る
の
に
３
日
か
け
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
、
な
ぜ

笛
を
手
作
り
に
す
る
の
か
お
聞
き

す
る
と
、「
ふ
き
や
す
く
な
い
と
、

子
ど
も
が
す
ぐ
に
飽
き
て
し
ま
う

か
ら
」
だ
そ
う
で
す
。

こ
の
日
も
何
人
か
の
子
が
川
口

さ
ん
の
周
り
に
集
ま
っ
て
、
音
が

出
や
す
く
な
る
よ
う
に
穴
の
大
き

さ
を
調
整
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
し

た
。

地
域
の
未
来
と
「
つ
な
が
る
」

取
材
の
最
後
に
、「
僕
た
ち
中

学
生
に
も
何
か
で
き
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
質
問
を
す

る
と
、「
と
に
か
く
地
域
の
祭
に
参

加
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
答
え
が

返
っ
て
き
ま
し
た
。
保
存
会
の
一
員

で
あ
る
貞さ
だ

眞み
ち

生お

さ
ん
は
、
僕
た
ち

中
学
生
を
地
域
の
未
来
を
背
負
う

「
金
の
卵
」
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
し
た
。
保
存
会
の
方
々
と
お
話

を
し
て
い
る
と
、
こ
の
有
田
市
を

発
展
さ
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
熱
意

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

「
僕
た
ち
も
有
田
市
の
未
来
と

つ
な
が
っ
て
い
る
ん
だ
な
ぁ
」
そ
ん

な
思
い
を
も
っ
た
１
日
で
し
た
。

このコーナーは、小・中学校の子どもたちが自分たちで編集・
発行する「特派員」となり有田市の良さを伝えてくれます。今
回のこども特派員は、文成中学校の宮

みや

井
い

成
なり

登
と

さん、谷
たに

輪
わ

拓
たく

実
み

さ
ん、伊

い

藤
とう

力
よし

亮
あき

さん、石
いし

井
い

雄
ゆう

也
や

さん、山
やま

本
もと

凌
りょう

雅
が

さんです。
 

※紙面の文章及び掲載の写真はこども特派員によるものです。

宮
原
郷
土
伝
統
保
存
会
（
会
長
・
宮み

や

本も
と

広ひ
ろ

昭あ
き

さ
ん
）
の
活
動
は
、
今

か
ら
12
年
ほ
ど
前
に
始
ま
り
ま
し
た
。「
地
域
の
祭
を
繁
栄
さ
せ
た
い
」

と
い
う
思
い
か
ら
、
ほ
ん
の
数
名
で
ス
タ
ー
ト
し
た
活
動
で
す
が
、
今
で

は
80
名
以
上
の
子
ど
も
た
ち
が
笛
や
太
鼓
の
練
習
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

こどもこども特派員特派員が行が行くく!!!!

宮
原
郷
土
伝
統
保
存
会

宮
原
祭
で
大
活
躍

滝会館いっぱいに響く
太鼓・笛の音色

宮原祭に向けてみんなで
がんばってます

多喜祭会こども獅子舞のメンバー

市
立
病
院
職
員
募
集
（
通
年
募
集
）

募
集
職
種
／
看
護
師
、
准
看
護
師
、
薬
剤

師
、
理
学
療
法
士
及
び
作
業
療
法
士

採
用
予
定
人
数
／
各
職
種
と
も
若
干
名

受
験
資
格

●
看
護
師
・
准
看
護
師

３
交
代
勤
務
可
能
な
方

●
薬
剤
師

昭
和
49
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

●
理
学
療
法
士
及
び
作
業
療
法
士

昭
和
55
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

※
い
ず
れ
も
募
集
職
種
の
免
許
を
有
す
る
方

※
地
方
公
務
員
法
第
16
条
（
欠
格
事
項
）
の

規
定
に
該
当
し
な
い
方

※
日
本
国
籍
を
有
す
る
方

試
験
内
容
／
面
接
試
験

採
用
予
定
日
／
試
験
の
結
果
、
内
定
者
と
協

議
の
う
え
、
決
定
し
採
用
し
ま
す
。
た
だ

し
、
地
方
公
務
員
法
第
22
条
の
規
定
に
よ

り
６
ヶ
月
間
は
条
件
附
採
用
と
な
り
ま
す
。

提
出
書
類
／
採
用
試
験
申
込
書
、
受
験
職
種

の
資
格
免
許
証
の
写
し

※
採
用
試
験
申
込
書
に
つ
い
て
は
市
立
病
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は

市
立
病
院
医
務
課
庶
務
係
で
交
付
し
ま
す
。

有
田
市
の
寄
附
に
よ
り
和
歌
山
県
立

医
科
大
学
が
寄
附
講
座
を
設
置

有
田
市
と
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
に
お
い

て
、
地
域
医
療
の
充
実
の
た
め
に
欠
か
せ
な

い
指
導
医
等
の
医
師
確
保
を
目
的
と
し
て
、

有
田
市
の
寄
附
に
よ
る
講
座
を
和
歌
山
県
立

医
科
大
学
が
設
置
し
ま
す
。
担
当
指
導
医
等

と
な
る
医
師
に
つ
い
て
は
、
和
歌
山
県
立
医

科
大
学
が
寄
附
講
座
の
教
員
と
し
て
全
国
公

募
し
、
採
用
さ
れ
た
教
員
は
和
歌
山
県
立
医

科
大
学
の
付
属
施
設
と
し
て
有
田
市
立
病
院

で
研
修
医
の
指
導
や
人
材
育
成
、
地
域
医
療

に
関
す
る
研
究
等
を
行
う
と
と
も
に
、
診
療

業
務
も
行
い
ま
す
。

新
任
医
師
紹
介

こ
の
10
月
よ
り
、
南
和
歌
山
医
療
セ
ン

タ
ー
よ
り
赴
任
し
ま
し
た
。
市
立
病
院
の
循

環
器
外
来
で
は
木
曜
日
を
担
当
し
、
高
血

圧
・
慢
性
心
不
全
等
の
循
環
器
疾
患
を
診
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
新
天
地
で
の
環
境
に

早
く
慣
れ
、
地
域
の
皆
様
に
貢
献
で
き
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

外
来
診
療
科
の
休
診

市
立
病
院
の
外
来
診
療
で
、
特
に
応
援
医

師
し
か
い
な
い
診
療
科
に
つ
き
ま
し
て
は
、

医
師
の
都
合
に
よ
り
休
診
と
な
る
場
合
が
あ

り
、
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と

が
ご
ざ
い
ま
す
。
休
診
日
等
に
つ
い
て
は
、

わ
か
り
次
第
、
院
内
掲
示
や
当
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
の
で
、
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

問　市立病院　℡82-2151
ホスピタル トピックス

お詫びと訂正 10 月号 P11で紹介した「こども特派員」で、竹中様の名前に誤りがありました。正しくは次の通りです。
お詫びして訂正いたします。(誤 ) 竹中志穗さん (正 ) 竹中詩穂さん

玉
たま

　置
き

　哲
てつ

　也
や

（循環器科）

あなたの使命が

ここにあります

共に働きましょう！
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よ
り
良
い
有
田
市
を
め
ざ
し
て

〜
有
田
の
秋
〜

この広報紙は地球環境保護のために、再生紙と
植物油インクを使用しています。

広告 市収入の一部とするため有料広告を掲載しています。
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11
月
に
入
り
、
全
国
の
山
々
は
美

し
い
紅
葉
色
に
衣
替
え
を
し
、
わ
が

有
田
市
の
山
は
紅
葉
と
と
も
に
、
み

か
ん
色
に
染
ま
り
始
め
よ
う
と
し
て

お
り
ま
す
。
私
に
と
っ
て
は
、
心
地

よ
さ
を
感
じ
、
清
々
し
い
気
分
に
さ

せ
て
く
れ
る
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
季
節
は
、
「
ス
ポ
ー
ツ
の

秋
」
と
い
う
こ
と
で
、
先
月
に
は
、

多
数
の
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
・
中

学
校
で
運
動
会
や
体
育
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
児
童
・
生
徒
は
、
仲

間
と
力
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
自
分
の

持
て
る
力
を
存
分
に
発
揮
さ
れ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

ご
家
族
の
方
々
も
児
童
・
生
徒

の
競
技
を
応
援
す
る
中
で
こ
ど
も
の

成
長
を
実
感
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

ま
た
、
11
月
９
日
（
日
）
に

は
、
「
食
欲
の
秋
」
に
ふ
さ
わ
し
い

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
「
平
成
26
年
度

第
１
回
み
か
ん
官
能
審
査
委
員
会
」

と
「
ノ
エ
ル
・
ア
リ
ダ
・
ス
イ
ー
ツ

コ
ン
テ
ス
ト
」
を
企
画
し
て
お
り
ま

す
。
５
回
目
と
な
る
今
回
は
、
有
田

市
を
飛
び
出
し
、
和
歌
山
市
の
イ
オ

ン
モ
ー
ル
和
歌
山
で
開
催
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
大
勢
の
お
客
様
に

向
け
て
、
有
田
市
と
有
田
み
か
ん
を

Ｐ
Ｒ
し
、
そ
の
魅
力
を
お
伝
え
す
る

べ
く
着
々
と
準
備
を
進
め
て
お
り
ま

す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
足

を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
一
緒
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
有
田
市
の

文
化
の
発
展
に
貢
献
し
た
と
認
め
ら

れ
る
方
々
に
対
す
る
文
化
賞
表
彰
式

が
11
月
19
日
（
水
）
に
開
催
い
た
し

ま
す
。
毎
年
、
表
彰
式
で
は
、
多
く

の
団
体
や
個
人
の
方
々
が
様
々
な
文

化
活
動
で
大
き
な
功
績
を
残
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
新
鮮
な
驚
き
を
感
じ
て

お
り
、
今
後
も
有
田
市
の
「
文
化
の

秋
」
が
一
層
の
華
や
ぎ
を
見
せ
て
く

れ
る
も
の
と
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。そ

し
て
、
有
田
市
の
文
化
の
創

造
・
振
興
の
拠
点
と
な
る
新
た
な
市

民
会
館
の
建
設
に
向
け
て
、
さ
き
の

９
月
定
例
会
を
経
て
、
第
一
歩
と
な
る

設
計
へ
の
作
業
に
い
よ
い
よ
踏
み
出

し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
多
く
の

市
民
の
方
々
が
気
軽
に
参
加
し
、
文

化
芸
術
を
身
近
に
楽
し
む
こ
と
が
で

き
、
優
れ
た
文
化
芸
術
に
触
れ
る
機

会
の
拡
充
を
図
る
施
設
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

有
田
市
長　

望
月 

良
男

ノエル アリダ
ノエル アリダスイーツコンテスト

スイーツコンテスト

ノエル アリダスイーツコンテスト
11/９sun
イオンモール
和歌山 箕島小学校

保田小学校

　

和
歌
山
県
人
権
啓
発
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
で
は
、
毎

年
、
人
権
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
小
学
生
対
象
の
人
権
の
花

運
動
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
た
ち
が
協
力
し
合
い
花
を
育
て
る
こ
と
を
通
じ
て
、
い

た
わ
り
、
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
育
み
、
命
の
大
切
さ
な
ど
を

学
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
県
下
１
１
６
校
の
応
募
の
中
か
ら
、
有
田
市
内
で
は

次
の
小
学
校
が
見
事
入
賞
し
ま
し
た
。

優
秀
賞
／
箕
島
小
学
校
・
保
田
小
学
校

奨
励
賞
／
初
島
小
学
校
・
宮
原
小
学
校タ イ ム ス ケ ジ ュ ー ル

「
第
32
回
和
歌
山
県
小
学
校
人
権
の
花
運
動
」

入
賞
校
が
決
定
！

10:30 ありだ紙芝居や各種イベント開催
12:30 歴代最優秀作品を限定販売
 「ノエル・アリダ・コレクション」
 限定１００セット
13:30 ノエル・アリダ・スイーツコンテスト
15:15 コンテスト作品試食会（数量限定）
15:30 終了
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